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プ
ロ
ロ
ー
グ

一
九
五
〇
年
代

戦
後
、
貫
戦
期
、
冷
戦
、
朝
鮮
戦
争�

テ
ッ
サ
・モ
ー
リ
ス
─

ス
ズ
キ

戦
後

　

一
九
五
〇
年
代
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
言
で
表
す
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
き
っ
と
「
戦
後
」
で
あ
ろ
う
。�

そ
れ
は
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
代
表
さ
れ
る
戦
後
の
取
り
決
め
の
時
代
で
あ
っ
た
。「
戦
後�

体レ
ジ

制ー
ム

」
と
「
戦
後
の
経
済
復
興
」
が
軌
道
に
乗
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
丸
山
真
男
の
『
日
本
政
治
思

想
史
研
究
』（
一
九
五
二
）や
大
塚
久
雄
の
『
共
同
体
の
基
礎
理
論
』（
一
九
五
五
）、
加
藤
周
一
の
『
政
治
と
文
学
』（
一
九�

五
八
）な
ど
の
出
版
物
に
代
表
さ
れ
る
「
戦
後
思
想
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ゲ
イ
ル
や
道

場
親
信
が
本
書
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
や
文
学
サ
ー
ク
ル
な
ど
新
た
な
雑
誌
類
や
文
学
運
動
の
時
代
で
も

あ
る（
Ⅰ
─

2
章
、
Ⅲ
─

3
章
を
参
照
）。

　

五
〇
年
代
は
美
空
ひ
ば
り
の
哀
切
な
演
歌
が
フ
ラ
ン
ク
永
井
の
ア
メ
リ
カ
風
の
甘
い
調
べ
と
合
流
し
た
時
代
で
あ

る
一
方
、
黒
澤
明
の
『
羅
生
門
』（
一
九
五
〇
）や
『
七
人
の
侍
』（
一
九
五
四
）、
市
川
崑
の
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』（
一
九
五

1 プ ロ ロ ー グ



六
）や
『
野
火
』（
一
九
五
九
）な
ど
の
日
本
映
画
が
国
際
的
な
評
価
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、

戦
中
や
占
領
初
期
の
苦
難
と
物
不
足
が
終
わ
り
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
。
戦
後
資
本
主
義

が
生
み
出
す
新
た
な
消
費
物
資
が
家
庭
に
入
り
始
め
、
テ
レ
ビ
が
日
本
人
の
文
化
生
活
を
変
え
始
め
た
。
テ
レ
ビ
の

到
来
は
、
多
く
の
視
聴
者
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
力
士
、
力
道
山
が
プ
ロ
レ
ス
の
リ
ン
グ
で
米
国
の
レ
ス
ラ
ー
を
打

ち
の
め
す
姿
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る（
Ⅲ
─

2
章
参
照
）。

　

今
日
も
「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
に
は
大
き
な
喚
起
力
が
あ
り
、
対
立
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
を
呼
び
起
こ
す
。
一

方
で
は
「
戦
後
の
時
代
」
と
い
う
言
葉
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
、
よ
り
よ
い
未
来
に
向
け
た
再
生
と
希
望
の
時
代

を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
い
る
。
他
方
で
、
そ
れ
を
日
本
の
歴
史
に
影
を
投
げ
か
け
た
時
代
と
考
え
る
人
も
お
り
、

「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
が
二
一
世
紀
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

貫
戦
期

　

し
か
し
、
本
書
で
考
察
す
る
ひ
と
び
と
の
生
き
方
や
思
想
か
ら
、「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
が
一
九
五
〇
年
代
の
日

本
人
の
経
験
の
一
端
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
本
書
で
語
ら
れ
て
い
る
個
人
や
集
団
に
と
っ
て
、
も

っ
と
適
切
な
言
葉
は
、
米
国
の
日
本
史
研
究
者
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
の
「
貫
戦
期
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
戦
後
」
が
対
立
の
終
焉
と
新
た
な
平
和
の
時
代
の
到
来
に
力
点
を
置
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
貫
戦
期
」
は
一
九
四

〇
年
代
後
半
、
五
〇
年
代
、
そ
れ
以
降
を
生
き
延
び
た
戦
時
日
本
の
複
数
の
要
素
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。
こ
の
言
葉

は
、
占
領
期
の
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
戦
前
・
戦
時
の
官
僚
・
政
治
シ
ス
テ
ム
と
戦
後
民
主
主
義
を
結
び

2



つ
け
る
人
的
・
制
度
的
な
連
続
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

Ⅰ
─

1
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
要
人
ら
は
、
占
領
当
初
か
ら
一
部
の
戦
時
中
の
軍
や
情
報
機
関
の
指

導
者
を
公
的
な
場
面
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
四
〇
年
代
末
の
「
逆
コ
ー
ス
」
と
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
伴
っ
て
、

連
合
国
に
よ
る
武
装
解
除
か
ら
戦
時
の
旧
指
導
者
の
復
帰
へ
の
転
換
は
勢
い
を
増
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
持
つ
ア

イ
ロ
ニ
ー
は
、
本
巻
の
小
田
博
志
に
よ
る
小
池
喜
孝
の
物
語
に
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る（
Ⅲ
─

4
章
参
照
）。
戦
時
中
、

軍
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
教
師
の
小
池
は
、
戦
後
、
民
主
的
で
平
和
を
尊
重
す
る
教
育
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
一
九
四
八
年
に
解
雇
さ
れ
た
。
表
向
き
の
理
由
は
か
つ
て
「
軍
国
主
義
信
奉
者
」
だ
っ

た
た
め
だ
が
、
実
際
に
は
、
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
戦
時
中
の
痕
跡
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
へ
の
保
守
派
の

反
発
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

戦
時
中
の
重
要
人
物
の
復
帰
は
、
冷
戦
の
緊
張
の
高
ま
り
と
五
二
年
四
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効

に
よ
る
日
本
の
主
権
回
復
に
伴
っ
て
、
い
と
も
簡
単
に
行
わ
れ
た
。
か
つ
て
の
著
名
政
治
家
が
次
々
と
日
本
政
界
に

復
帰
し
た
が
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
象
徴
す
る
の
が
岸
信
介
の
経
歴
で
あ
る
。
三
〇
年
代
後
半
に
日
本
の
支
配
す
る
満

洲
国
の
行
政
の
中
枢
に
い
た
岸
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
三
年
ま
で
東
條
内
閣
の
商
工
大
臣
を
務
め
、
そ
の
後
商
工

省
か
ら
改
組
さ
れ
た
軍
需
省
の
次
官
を
務
め
た
。
岸
は
日
本
の
敗
北
後
、
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
も
の
の
、

起
訴
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
四
八
年
に
釈
放
さ
れ
て
い
る
。
岸
に
戦
争
に
対
す
る
反
省
の
念
は
な
く
、
戦
後
の
東
京
裁

判
を
茶
番
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
五
三
年
四
月
の
総
選
挙
で
政
界
に
復
帰
し
た
岸
に
、
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
政
権
か
ら
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
九
五
三
年
か
ら
五
六
年
ま
で
在
日
米
国
大
使
館
の
首
席
公

3 プ ロ ロ ー グ



使
を
務
め
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
ラ
ハ
ム
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
未
公
開
の
覚
書
の
中
で
「
一
時
期
戦
犯
で
あ
っ
た
岸
氏

は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
東
京
の
大
使
館
で
私
た
ち
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
、
政
党
の
指
導
者
に
な
っ
た
後
は
信
頼

に
足
る
忠
実
な
協
力
者
と
な
り
、
自
ら
の
政
治
生
命
を
か
け
て
米
国
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
」
と
述

べ
た（Parsons, n.d., p.33

）。
五
七
年
二
月
か
ら
六
〇
年
七
月
ま
で
首
相
を
務
め
た
岸
は
、
五
〇
年
代
後
半
の
政
界
に

君
臨
し
て
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
、
大
規
模
な
反
対
デ
モ
を
も
の
と
も
せ
ず
改
定
し
た
日
米
安
保
条
約
を
成
立

さ
せ
て
、
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
。

　
「
貫
戦
期
」
の
連
続
性
は
、
政
治
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
日

本
の
一
部
の
人
々
に
と
っ
て
、
五
〇
年
代
は
戦
争
経
験
の
終
結
で
あ
る
と
同
時
に
継
続
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
一
〇
年

が
始
ま
る
時
点
で
、
数
万
の
日
本
人
が
、
失
わ
れ
た
帝
国
の
一
部
や
戦
時
中
日
本
が
占
領
し
た
地
域
、
さ
ら
に
は
戦

争
終
了
時
に
六
〇
万
人
が
抑
留
さ
れ
た
ソ
連
の
戦
時
捕
虜
収
容
所
か
ら
の
帰
還
を
待
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
海
外
に
取

り
残
さ
れ
た
人
々
の
中
に
は
、
戦
犯
や（
Ⅲ
─

1
章
の
主
人
公
で
あ
る
石
原
吉
郎
な
ど
の
）戦
時
の
ス
パ
イ
活
動
の
容
疑
者
、

民
間
人
、（
Ⅰ
─

1
章
で
登
場
す
る
）板
垣
幸
三
な
ど
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
、
帰
国
後
も
平
穏
な
生
活
が
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
石
原
は
詩
に
よ
っ
て
シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
の
恐
ろ
し
さ
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
そ
の
後
半
生
を
費

や
し
、
自
ら
の
経
験
を
受
け
入
れ
よ
う
と
努
力
を
重
ね
た
。
板
垣
は
、
ソ
連
の
侵
攻
を
受
け
た
地
域
に
「
取
り
残
さ

れ
て
」
一
定
の
期
間
を
す
ご
し
た
経
歴
が
災
い
し
て
、
占
領
下
の
日
本
で
ス
パ
イ
容
疑
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
主
要
都
市
へ
の
空
襲
や
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
経
験
し
た
日
本
人
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
戦
争

体
験
を
語
る
方
法
を
懸
命
に
模
索
し
た（
Ⅱ
─

1
章
）。「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
で
は
、
沖
縄
で
外
国
の
占
領
軍
が
支
配

4



す
る
領
土
に
住
み
続
け
た
阿
波
根
昌
鴻
の
よ
う
な
人
々
の
体
験（
軍
事
基
地
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
阿
波
根
を
含
む
数
千
人
が
家

屋
や
土
地
を
奪
わ
れ
た
）も
と
ら
え
ら
れ
そ
う
に
な
い（
Ⅰ
─

4
章
を
参
照
）。

　

植
民
地
主
義
と
戦
争
は
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
か
ら
も
消
え
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
の
時
点
で
、

日
本
に
は
二
〇
〇
万
人
以
上
の
朝
鮮
人
と
数
万
人
の
台
湾
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
占
領
当
局
は
旧
植
民
地
市
民
の
た

め
に
帰
還
計
画
を
作
成
し
た
が
、
多
く
の
人
々
が
数
十
年
も
日
本
で
暮
ら
し
て
い
た
上
、
朝
鮮
と
台
湾
の
政
情
が
不

安
定
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
お
よ
そ
三
分
の
一
が
日
本
に
と
ど
ま
る
道
を
選
ん
だ
。
一
方
、
占
領
軍
は
即
座
に
日
本

の
海
上
の
国
境
線
を
閉
ざ
し
、
日
本
と
旧
植
民
地
の
間
の
往
来
を
違
法
と
し
、
植
民
地
時
代
の
移
住
者
の
家
族
を
引

き
裂
い
た
。
そ
の
一
つ
の
帰
結
が
金
達
寿
に
よ
っ
て
鮮
烈
に
描
か
れ
て
い
る
大
規
模
な
密
航
で
あ
る（
Ⅰ
─

3
章
を
参

照
）。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
と
と
も
に
、
日
本
政
府
が
、
大
日
本
帝
国
の
下
で
す
べ
て
の
植
民
地

住
民
が
持
っ
て
い
た
日
本
国
籍
を
一
方
的
に
剥
奪
し
た
た
め
、
植
民
地
時
代
に
日
本
に
移
住
し
た
人
々
は
明
確
な
在

留
資
格
を
持
た
な
い
法
的
に
曖
昧
な
状
況
に
お
か
れ
、
在
日
朝
鮮
人
・
台
湾
人
の
生
活
は
過
酷
な
も
の
と
な
っ
た
。

冷
戦

　

一
九
五
〇
年
代
の
始
ま
り
の
時
点
で
米
ソ
間
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
北
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
的
秩
序

は
い
ま
だ
流
動
的
で
あ
り
、
多
く
の
未
来
が
開
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
冷
戦
の
亀
裂
は
急
速
に
拡
大

し
、
北
東
ア
ジ
ア
を
分
断
す
る
強
固
な
障
壁
が
形
成
さ
れ
た
。
四
〇
年
代
末
の
時
点
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を

終
結
さ
せ
る
協
定
は
、
敗
北
し
た
日
本
と
勝
利
し
た
米
国
と
そ
の
西
洋
の
同
盟
国
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
や
中
国
も
調
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印
す
る
平
和
条
約
の
形
を
取
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
同
年

一
〇
月
に
中
国
が
参
戦
す
る
と
、
冷
戦
の
両
サ
イ
ド
の
外
交
関
係
は
抜
き
差
し
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
結
局
、

五
一
年
九
月
八
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
調
印
に
至
る
講
和
会
議
は
、
ソ
連
、
中
華
人
民
共
和
国
、
中

華
民
国（
台
湾
）、
南
北
朝
鮮
を
除
外
し
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
国
が
平
和
条
約
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
は
、
日

本
と
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
の
関
係
に
今
な
お
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

日
本
が
米
国
と
の
軍
事
同
盟
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
冷
戦
の
影
響
は
し
だ
い
に
日
本
社
会
に
浸
透
す
る
よ
う
に
な

る
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
核
戦
争
へ
の
不
安
は
ひ
と
き
わ
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
。

連
合
国
に
よ
る
占
領
の
当
初
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
の
た
め
に
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
の
影
響
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
占
領
期
が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
資
料
展
示
会
や
そ
の
他
の
催
し
物
に
よ
っ
て
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
が
明
ら
か
に

さ
れ
、
広
範
な
議
論
が
沸
き
起
こ
っ
た（
Ⅱ
─

4
章
を
参
照
）。
五
〇
年
代
に
世
界
的
な
緊
張
が
高
ま
る
と
、
米
国
の
核

の
列
島
が
形
成
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
グ
ア
ム
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
日
本
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

米
国
の
機
密
解
除
さ
れ
た
公
文
書
に
よ
る
と
、
小
笠
原
と
硫
黄
島
に
米
国
の
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
、
沖
縄
に
「
巨
大

で
さ
ま
ざ
ま
な
核
の
兵
器
庫
」
が
作
ら
れ
、
佐
世
保
と
横
須
賀
に
核
を
搭
載
し
た
艦
船
が
配
置
さ
れ
た
。
一
九
五
〇

年
代
半
ば
に
は
、「
日
本
の
一
三
の
場
所
が
核
兵
器
を
備
え
る
か
、
あ
る
い
は
危
機
や
戦
時
に
は
核
兵
器
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」（N

orris, Arkin and Burr 2000, p.12
）。

　

核
実
験
の
物
理
的
な
影
響
は
太
平
洋
全
体
に
広
が
り
、
一
九
二
〇
年
か
ら
四
五
年
ま
で
日
本
の
委
任
統
治
領
で
、

そ
の
後（
一
九
八
〇
年
代
ま
で
）米
国
が
信
託
統
治
領
と
し
て
支
配
し
て
い
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
っ
と
大
き
く
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て
深
刻
だ
っ
た（
Ⅱ
─

3
章
を
参
照
）。
第
五
福
竜
丸
の
乗
組
員
が
ビ
キ
ニ
の
核
実
験
の
放
射
性
降
下
物
に
被
爆
し
た
こ

と
で
、
日
本
の
核
兵
器
反
対
運
動
が
急
速
に
盛
り
上
が
っ
た
一
方
、
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
の
米
ソ
の
核
実
験
に
よ

っ
て
死
の
灰
が
降
り
、
そ
の
影
響
は
ま
だ
消
え
て
い
な
い
。
根
強
い
反
核
感
情
に
対
す
る
日
米
両
政
府
の
一
つ
の
対

応
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
を
推
進
す
る
大
規
模
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
っ
た
。
五
〇
年
代
初
頭
に
大
学
生
が
組
織
し
た

核
戦
争
の
結
末
を
め
ぐ
る
資
料
展
示
会
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
五
六
年
の
広
島
の
「
原
子
力
平
和
利
用
」
博
覧
会
に
反

転
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
博
覧
会
は
原
子
力
の
潜
在
的
な
力
が
「
人
類
の
新
た
な
文
明
」
の
夜
明
け
を
印
す
と
謳

い
上
げ
た（
Ⅱ
─

2
章
を
参
照
）。
こ
の
博
覧
会
が
一
般
公
開
さ
れ
た
こ
ろ
、
原
子
力
を
備
え
た
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
現

実
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
す
で
に
進
行
中
で
、
そ
の
背
後
に
は
読
売
新
聞
社
主
の
正
力
松
太
郎
な
ど
実
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
や
、
中
曽
根
康
弘
な
ど
の
政
治
家
の
強
力
な
後
押
し
が
あ
っ
た（
吉
岡　
一
九
九
九
）。
こ
れ
ら
の
原
子

力
の
支
援
者
が
五
〇
年
代
に
打
ち
上
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
今
日
も
日
本
社
会
に
大
き
な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。

朝
鮮
戦
争

　

朝
鮮
戦
争
は
一
九
五
三
年
七
月
二
七
日
の
板
門
店
に
お
け
る
朝
鮮
休
戦
協
定
の
調
印
で
正
式
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

し
か
し
、
多
く
の
点
で
、
こ
の
戦
争
は
五
〇
年
代
全
体
を
通
じ
て
日
本
の
運
命
に
影
を
落
と
し
続
け
た
。
こ
の
休
戦

協
定
に
は
米
国
が
支
配
す
る
国
連
司
令
部
の
代
表
、
北
朝
鮮
人
民
軍
、
中
国
の
義
勇
軍
が
調
印
し
た
が
、
韓
国
は
調

印
せ
ず
、
最
終
的
な
平
和
条
約
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

日
本
の
文
脈
で
は
、
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
民
衆
の
記
憶
は
戦
争
の
間
接
的
で
非
軍
事
的
な
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
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れ
る
傾
向
が
あ
る
。
と
く
に
強
調
さ
れ
る
の
が
、
日
本
の
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
へ
の
起
動
力
と
な
っ
た
朝
鮮
戦
争

特
需
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
も
ま
た
こ
の
戦
争
の
暴
力
に
深
く
関
与
し
て
い
た（
和
田　
二
〇
〇
二
）。
公
式

の
統
計
は
存
在
し
な
い
が
、
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
名
の
日
本
人
が
朝
鮮
半
島
と
そ
の
周
辺
海
域
に
送
ら
れ
、
戦
争
関
連

の
任
務
に
携
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
石
丸　
二
〇
〇
八
、
二
一
─
四
〇
頁
）。
多
く
が
関
わ
っ
た
の
が
海
上
作
業
だ
っ
た
。

そ
の
お
よ
そ
一
二
〇
〇
名
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
旧
帝
国
海
軍
の
軍
人
で
あ
り
、
国
連
の
指
揮
の
下
、
朝
鮮
の
沖
合

で
掃
海
作
業
を
行
い
、
さ
ら
に
数
千
人
以
上
の
日
本
人
が
荷
役
に
携
わ
り
、
そ
こ
に
は
一
九
五
〇
年
の
重
要
な
仁
川

上
陸
作
戦
に
参
加
し
た
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
他
に
も
一
〇
〇
〇
名
か
ら
二
〇
〇
〇
名
が
国
連
軍
を
支
援
す
る
た
め

に
朝
鮮
に
赴
き
、
修
理
や
荷
役
作
業
に
当
た
っ
た
。

　

朝
鮮
戦
争
で
死
傷
し
た
日
本
人
の
数
は
公
式
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
報
告
書
は
最
初
の
六
カ
月
間
の
戦

闘
だ
け
で
四
七
名
の
日
本
人
船
員
そ
の
他
が
亡
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
ふ
た
り
の
日
本
人
が
北
朝

鮮
で
の
戦
闘
で
捕
虜
に
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
以
降
も
中
国
に
残
っ
て
い
た
少
数
の
日
本
人
が
中
国
の
義
勇
軍
と
と

も
に
朝
鮮
で
戦
う
は
め
に
な
り
、
ひ
と
り
が
国
連
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
韓
国
に
移
送
さ
れ
た
。
六
〇
〇
名
以
上
の
在

日
韓
国
人
が
韓
国
を
支
持
し
て
い
た
民
団
の
徴
募
に
応
じ
、
そ
の
う
ち
一
三
五
名
が
戦
闘
中
に
死
亡
す
る
か
行
方
不

明
に
な
っ
た（
金　
二
〇
〇
七
）。
一
方
、「
駐
韓
米
軍
に
配
属
さ
れ
る
韓
国
軍
兵
士（
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）」
に
応
募
し
た
八
〇

〇
〇
名
以
上
の
韓
国
人
が
日
本
に
送
ら
れ
て
米
軍
基
地
で
訓
練
を
受
け
た
。

　

戦
争
の
勃
発
は
基
本
的
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
性
格
を
規
定
し
、
講
和
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の
中
ソ
の
排

除
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
和
条
約
の
条
項
の
大
幅
改
訂
に
つ
な
が
っ
た
。
条
約
の
当
初
の
草
案
は
日
本
に
対
し
て
懲
罰
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的
で
あ
り
、
と
り
わ
け
尖
閣
諸
島（
釣
魚
群
島
）や
竹
島（
独
島
）な
ど
重
要
な
領
土
の
処
分
の
細
目
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
傾

向
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
戦
争
の
勃
発
後
に
改
訂
さ
れ
た
草
案
は
日
本
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
寛
大
な
も
の
に
な
り
、

重
要
な
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
曖
昧
に
な
っ
た
。
五
一
年
に
調
印
さ
れ
る
条
約
の
最
終
案
に
表
れ
た
こ
う
し
た
変
化

は
、
今
な
お
北
東
ア
ジ
ア
政
治
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
不
安
定
さ
の
一
因
と
な
っ
た（H

ara 2006

）。
朝
鮮
戦
争
は
日

本
の
再
軍
備
へ
の
直
接
的
な
引
き
金
と
も
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
の
勃
発
に
対
す
る
米
国
占
領
当
局
の
最
初
の
反
応
は
、

日
本
の
「
警
察
予
備
隊
」
の
設
置
を
許
可
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
戦
争
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
一
〇
万
人
を
擁
す

る
「
保
安
隊
」
に
拡
大
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
朝
鮮
戦
争
は
日
本
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
軍
需
物
資
の
製
造
と
輸
送

が
日
本
の
都
市
の
景
観
を
変
え
る
に
つ
れ
て
、（
Ⅰ
─

2
章
と
Ⅰ
─

3
章
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
）下
丸
子
文
化
集
団
は
戦
争

の
亡
霊
の
再
登
場
に
不
安
を
表
明
す
る
と
同
時
に
、
釜
山
沖
の
巨
済
島
の
大
規
模
な
捕
虜
収
容
所
に
国
連
が
収
容
し

て
い
る
朝
鮮
と
中
国
の
戦
時
捕
虜
に
対
す
る
共
感
を
示
し
た
。
左
派
の
反
戦
活
動
の
中
に
は
、
日
本
か
ら
戦
争
地
域

へ
の
物
資
の
流
れ
を
阻
む
た
め
の
デ
モ
や
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
含
ま
れ
て
い
た
。
在
日
朝
鮮
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ

て
、
朝
鮮
戦
争
と
い
う
内
戦
は
と
く
に
痛
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
戦
争
で
引
き
裂
か
れ
た
朝
鮮
と
苦
痛
を
共
有
す
る

感
覚
は
、
Ⅰ
─

3
章
で
議
論
さ
れ
て
い
る
金
達
寿
の
短
編
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

朝
鮮
戦
争
は
目
に
見
え
な
い
形
で
は
あ
る
が
五
〇
年
代
の
日
本
社
会
を
形
作
っ
た
。
日
本
の
入
管
制
度
が
朝
鮮
戦

争
中
の
連
合
国
占
領
当
局
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の
制
度
の
性
格
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
五
一
年
の
出
入
国
管
理
令
に
盛
り
込
ま
れ
た
外
国
人
の
入
国
へ
の
厳
格
な
管
理
と
「
破
壊
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活
動
分
子
」
の
強
制
送
還
に
関
す
る
厳
し
い
条
項
は
戦
争
の
状
況
を
直
接
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
。
長
崎
県
の
大
村

入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
は
朝
鮮
戦
争
中
に
出
国
地
点
と
し
て
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
三
五
〇
〇
人
以
上
の
朝
鮮
人（
多

く
が
「
破
壊
活
動
」
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
）が
戦
争
中
の
韓
国
に
強
制
送
還
さ
れ
た
。
こ
の
大
量
の
強
制
送
還
は
、
何
人

か
の
送
還
者
に
と
っ
て
、
死
へ
の
道
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
今
日
も
残
っ
て
い
る
大
村
の
セ
ン
タ
ー
は
、
五
〇
年
代
半

ば
に
日
本
と
南
北
朝
鮮
の
間
の
激
し
い
議
論
の
焦
点
と
な
り
、
そ
の
後
、
日
本
と
こ
の
ア
ジ
ア
の
隣
国
の
関
係
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

五
八
年
ま
で
に
朝
鮮
の
平
和
協
定
を
め
ぐ
る
議
論
は
行
き
詰
り
、
米
国
政
府
は
板
門
店
の
停
戦
協
定
に
違
反
し
て
、

米
軍
に
韓
国
へ
の
核
兵
器
配
備
を
許
可
す
る
決
定
を
下
し
た
。
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冷
戦
は
今
や
頂
点
に
達
し
て

い
た
。
五
〇
年
代
は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
で
始
ま
り
、
日
本
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
朝
鮮
人
の
大
量
「
帰
還
」、
す
な
わ
ち
、

五
九
年
一
二
月
一
四
日
に
メ
デ
ィ
ア
の
鳴
り
物
入
り
で
始
ま
っ
た
エ
ク
ソ
ダ
ス（
大
移
住
）で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

る
。
日
本
に
お
け
る
不
安
定
な
在
留
資
格
に
解
決
の
糸
口
が
見
え
ず
、
朝
鮮
の
分
断
に
も
解
消
の
兆
し
が
見
え
な
い

中
、
お
よ
そ
九
万
人
の
在
日
朝
鮮
人
は
、
ま
だ
見
ぬ
北
朝
鮮
へ
の
「
帰
還
」
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ひ
と
び
と
の
歴
史

　

本
巻
の
各
章
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
地
域
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
と
い
う
大
き
な
物
語
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
大
き

な
物
語
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
小
さ
な
歴
史
と
個
人
の
歴
史
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
各
章
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
ど
の
よ
う
に
当
時
の
歴
史
的
出
来
事
を
経
験
し
、
自
ら
の
仕
事
や
著
作
や
芸
術
作
品
、
社
会
的
な
活
動
を
通
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